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1. はじめに 

近年、インターネットやスマートフォンの普及により、

ソーシャルメディアやニュースサイトなどから、情報を即

座に発信できる環境が整備されている。一方で、悪意をも

って作成された虚偽の情報、いわゆるフェイクニュースが

急速に拡散し、社会的混乱や誤情報の拡散を引き起こす事

例が増加している。特に政治や医療、災害といった重要分

野においては、フェイクニュースが現実の行動に深刻な影

響を及ぼす可能性があり、その早期検出が強く求められて

いる。 

フェイクニュースの検出においては、従来ニュース本文

に加え、SNS 上での拡散パターンやユーザーの反応などを

用いるアプローチが広く研究されてきた。これらは確かに

有効であるが、ソーシャルメディア上のデータを取得・整

備するには時間とコストを要し、速報性が重要なフェイク

ニュース対策においては必ずしも実用的とはいえない。そ

こで本研究では、ニュースコンテンツ（記事のタイトルお

よび本文）のみを用いて、機械学習によりフェイクニュー

スを早期に自動検出する手法を検討する。 

本研究では、既存のフェイクニュース判定用データセッ

トを用い、BERT モデルをベースとした分類器の構築を行

い、2 分類実験と 4 分類実験を実施した。モデルのパフォ

ーマンス向上を目的に、学習率やバッチサイズなどのハイ

パーパラメーターを調整し、複数回の学習と評価を通じて

精度およびF1スコアを向上させた。これにより、従来研究

と比較して高い分類性能を達成し、ソーシャルコンテクス

トなしでも十分な精度でフェイクニュースの自動判定が可

能であることを示す。 

2. 関連研究 

2.1 フェイクニュース検出に関する関連研究 

フェイクニュース検出に関する先行研究では、ニュース

コンテンツおよびソーシャルコンテクストの両方を特徴量

として用いる手法が多く提案されている。Zhou ら［1］は、

フェイクニュース検出に関する理論的背景を整理し、複数

の観点から検出手法の分類と課題を提示している。また、

Raza ら［2］は、Transformer ベースの BERT モデルを用い

て、ニュース本文とソーシャルメディアから得られるユー

ザー情報（投稿文やプロフィール等）を統合した検出モデ

ルを提案し、両者の組み合わせによる精度向上を示した。 

これらの研究に共通する特徴は、拡散後のソーシャルメ

ディア上の情報を活用することで検出性能を高めている点

にある。しかし、ソーシャルコンテクストの収集には時間

を要するため、速報性が求められる初期段階での対応には

限界がある。 
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谷ら［3］は、ニュースの発行直後と拡散後の 2 段階

（STEP1・STEP2）に分けた検出手法を提案し、STEP1 で

はニュース本文のみを用いて早期判定を行い、STEP 2 でソ

ーシャルコンテクストを追加する構成としている。実験で

は、5 分後や 10 分後といった初期の段階で高精度な予測が

可能であることが示された。 

一方、本研究では、ソーシャルコンテクストを一切用い

ず、ニュースコンテンツ（タイトルと本文）のみを特徴量

として用いる。これにより、データ収集の即時性とモデル

運用の簡易性を確保しつつ、高い分類性能を実現すること

を目的とする。また、BERT モデルを用いた深層学習ベー

スのアプローチにより、文脈理解に優れた特徴抽出を行い、

従来手法と比較しても遜色のない、もしくはそれを上回る

性能の実現を目指す。 

2.2 BERT 

BERT (Bidirectional Encoder Representations from 

Transformers）［4］は、事前学習済みの Transformerベース

モデル［5］であり、双方向の文脈情報を同時に捉えるこ

とで、自然言語処理タスクにおいて高い性能を発揮する。

BERT はエンコーダ構造を持ち、入力された文中の単語の

一部をランダムにマスクし、そのマスクされた部分を予測

するという「マスク言語モデル（ Masked Language 

Modeling）」により事前学習を行う。これにより、文全体

の意味理解に基づいた深い表現獲得が可能となる。 

BERT モデルでは、入力にニュース本文を用い、BERT

の出力から得られる[CLS]トークンの最終層出力を用いて

分類処理を行う構成を採用している。中間層に全結合層お

よび活性化関数GELU、Dropoutを組み合わせ、過学習の抑

制と性能向上を図っている。これにより、BERT はニュー

スコンテンツのみからでも高い判別性能を発揮できる。 

3. データセット 

本研究では、FakeNewsNet［6］から公開されている 2 つ

の主要データソースである Politifact および Gossipcop を対

象とし、フェイクニュースと信頼できるニュースの分類タ

スクに用いるデータセットを構築した。各カテゴリの元デ

ータ件数は以下の表 1 の通りである。 

表 1 収集したニュース記事の統計情報 

データセット Politifact Gossipcop 

ラベル 真 偽 真 偽 

ニュース（件） 17313 1590 333777 105016 

 
FakeNewsNet から提供されるデータには、ニュースタイト

ルや URL、ソーシャルメディア関連情報などが含まれるが、

本研究ではニュースコンテンツの本文のみを用いることに
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焦点を当てている。したがって、各ニュースに付随する

URL を取得し、ウェブ上に実在する元記事の本文情報をス

クレイピングによって取得・整形した。 

4. 提案手法 

本研究では、ニュースコンテンツの本文情報のみを入力

とし、事前学習済み BERT モデルをベースとした深層学習

分類モデルを構築することにより、フェイクニュース検出

精度の改善を試みる。本章では、使用データ、前処理、モ

デル構成、学習および評価方法について説明する。 

4.1 データセットと前処理 

本研究では、既存のフェイクニュース検出研究において

広く用いられている Politifact および Gossipcop の 2 種類の

公開データセットを用いた。各データセットには、信頼で

きるニュース（Real）および虚偽ニュース（Fake）がラベ

ル付きで収録されている。データの取得後、クラス不均衡

の影響を緩和するため、次のような処理を施した。 

Politifact_Fake：少数クラスであるため、10 倍に拡張（デ

ータ拡張） 

Gossipcop_Real：多数クラスであるため、ランダムサン

プリングにより 3,300 件に削減 

この処理により、学習データにおける各クラスのバラン

スを調整し、モデルの学習が一部クラスに過剰適応するこ

とを防いだ。 

4.2 学習設定 

学習率は 1.0e-6、エポック数は 6 とした。損失関数には

クロスエントロピー損失を用いている。学習中はGPU環境

（CUDA）を利用し、高速化を図った。また、エポックご

とにモデルのパラメーターを保存し、途中からの学習再開

（Checkpoint 機能）を可能とすることで、効率的な実験運

用が可能な設計とした。 

4.3 評価方法 

テストデータを用いた評価では、Accuracy（正解率）、

Precision（適合率）、Recall（再現率）、F1 スコアを算出

し、モデルの性能を定量的に評価した。また、分類レポー

トを出力することで、Fake / Real 各クラスにおけるバラン

スや偏りの有無を確認した。 

 

5. 実験と結果 

本実験に使った BERT モデルのパラメーターを表 2 に示

す。前述のデータセットについて、各種機械学習モデルと

BERT モデルを用いて 2 分類と 4 分類の実験結果をそれぞ

れ表 3 と表 4 に示す。 

 

表 2  BERTモデルのパラメーター 

最大シーケンス長 512 

学習率 1e-6 

エポック数 6 

バッチサイズ（学習時） 8 

バッチサイズ（推論時） 8 

 
 

表 3  Real と Fakeの 2 分類モデルごとの正解率  

モデル 正解率 

Naïve Bayes 0.79 

XGboost 0.85 

SVM 0.86 

BERT 0.93 

 

表 4  Politifact_Fake, Politifact_Real, Gossipcop_Fake,  

Gossipcop_Realの 4 分類モデルの正解率  

モデル 正解率 

Naïve Bayes 0.82 

XGboost 0.86 

SVM 0.85 

BERT 0.87 

 

谷ら［3］の研究では 2 分類の分析した精度が 89％でし

たので、本研究 2 分類の結果では 4%向上し、全体で 93％

に達した。データセットを均等に処理して繰り返しパラメ

ーター調整した結果精度が上がった。また、4 分類の実験

ではクラス数が増えたため、精度がいくらか下がったが、

全体で 87％に達した。 

6. まとめと今後の課題 

本研究では、ニュース本文の情報のみを用いてフェイク

ニュースを分類する BERT ベースのモデルを構築し、従来

手法と比較して 4％の改善が確認され、高い精度を達成し

た。一方で、本手法にはいくつかの課題が残されている。 

第一に、学習に用いるデータ量が大きく、モデルの訓練

には長時間を要した。特に、事前処理および BERT の文脈

理解に基づく特徴抽出には計算コストがかかるため、今後

は学習の高速化や軽量化に向けた手法の導入を検討する必

要がある。 

第二に、現段階では本モデルを Python 環境で評価するに

とどまっており、社会実装の観点では十分とは言えない。 

今後は、本研究で得られたモデルを活用して、ユーザー

が任意のニュースをアップロードし、その信憑性を即時判

定できるアプリケーションの開発を視野に入れている。こ

れにより、フェイクニュースの早期検出と誤情報拡散の抑

制に資する、より実用的なツールの提供が可能になると期

待される。 
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